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１
月
７
日(

水)

に
第
94
回
全
国
高
等

学
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の

決
勝
戦
が
行
わ
れ
、
東
福
岡
高
校
が
圧

倒
的
な
強
さ
で
優
勝
し
た
。
そ
の
決
勝

戦
の
前
に
第
７
回
Ｕ
18
合
同
チ
ー
ム
東

西
対
抗
戦
が
行
わ
れ
、
本
校
３
年
５
組

守
屋
彰
人
君
が
西
日
本
代
表
と
し
て
花

園
の
ピ
ッ
チ
に
立
っ
た
。

別
名
『
も
う
ひ
と
つ
の
花
園
』
と
呼

ば
れ
る
舞
台
に
立
つ
ま
で
は
何
回
も
セ

レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
道
の
り
は
険
し

か
っ
た
。
昨
年
の
３
月
、
「
平
成
25
年

度
近
畿
地
区
高
等
学
校
普
及
指
導
講
習

会
・
第
15
回
近
畿
高
等
学
校
少
人
数
・

15
人
制
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
流

大
会
」
に
和
歌
山
県
代
表
と
し
て
出
場

し
た
守
屋
君
は
、
そ
こ
で
の
活
躍
が
認

め
ら
れ
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
選
手
に
選

ば
れ
た
。
次
に
、
６
月
の
「
第
12
回
関

西
高
校
少
人
数
校
ラ
グ
ビ
ー
交
流
大

会
・
指
導
講
習
会
」
に
出
場
、
同
じ
く

活
躍
が
認
め
ら
れ
、
11
月
に
開
催
さ
れ

た
「
第
10
回
全
国
高
等
学
校
合
同
チ
ー

ム
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
に

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
選
手
と
し
て
出
場

し
た
。
１
年
を
通
し
て
、
３
度
の
セ
レ

ク
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
が
、
す
べ
て
の
セ

レ
ク
シ
ョ
ン
で
素
晴
ら
し
い
プ
レ
ー
を

し
、
セ
レ
ク
タ
ー
の
目
に
留
ま
り
、
東

西
対
抗
戦
に
出
場
す
る
に
い
た
っ
た
。

▽
守
屋
彰
人
君

「
最
初
の
選
考
会
の
時
か
ら
、
周
り

の
み
ん
な
が
す
ご
く
う
ま
く
て
、
ま
さ

か
自
分
が
選
ば
れ
続
け
、
最
終
的
に
西

日
本
代
表
と
し
て
プ
レ
ー
で
き
る
と
思

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
て
も
貴
重
な
経

験
に
な
り
ま
し
た
」

▽
得
津
監
督

「
本
校
で
は
副
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務

め
、
後
輩
は
も
ち
ろ
ん
、
同
級
生
か
ら

も
頼
ら
れ
る
存
在
で
あ
り
、
チ
ー
ム
の

精
神
的
支
柱
で
も
あ
っ
た
。
ボ
ー
ル
を

持
て
ば
前
に
進
ん
で
く
れ
る
、
何
か
し

て
く
れ
る
と
い
う
期
待
感
が
あ
る
選
手

で
あ
っ
た
。
ま
た
学
校
生
活
に
お
い
て

も
交
友
関
係
が
広
く
、
誰
と
で
も
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
、
話
題
の
中

心
に
い
た
と
感
じ
る
。
そ
う
い
っ
た
人

柄
も
加
味
さ
れ
、
東
西
対
抗
戦
の
選
手

に
選
ば
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

大
学
に
進
学
を
し
、
ラ
グ
ビ
ー
を
す
る

こ
と
が
決
定
し
て
い
る
。
様
々
な
面
で

壁
に
ぶ
つ
か
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
恐

れ
る
こ
と
な
く
、
ひ
た
む
き
に
ラ
グ

ビ
ー
に
打
ち
込
ん
で
ほ
し
い
。
ラ
グ

ビ
ー
を
通
し
て
、
人
間
性
を
磨
き
、
素

晴
ら
し
い
大
人
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
」

「
も
う
ひ
と
つ
の
花
園
」に
出
場

３年 守屋彰人君

ラ
グ
ビ
ー
Ｕ
18
合
同
チ
ー
ム
東
西
対
抗
戦

11年ぶり決勝トーナメントへ
サッカー新人戦紀南地区予選

本
校
サ
ッ
カ
ー
部
は
新
人
戦
紀
南
地
区
予
選
に
出
場

し
、
８
チ
ー
ム
中
４
位
の
結
果
を
収
め
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
へ
の
進
出
を
決
め
た
。
新
人
戦
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
に
進
出
す
る
の
は
11
年
ぶ
り
で
あ
る
。
前
半
戦
は
粘
り

強
く
戦
う
こ
と
が
で
き
、
強
豪
相
手
に
引
き
分
け
た
り
、

接
戦
を
制
す
る
こ
と
が
で
き
２
勝
２
分
と
好
調
な
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
。
後
半
戦
に
な
る
と
、
試
合
内
容
は
圧
倒
し

て
い
る
が
得
点
に
結
び
つ
か
な
か
っ
た
り
、
集
中
力
が
途

切
れ
た
瞬
間
の
失
点
な
ど
が
み
ら
れ
、
１
勝
２
敗
と
な
か

な
か
思
い
通
り
の
結
果
に
結
び
つ
か
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
を
決
め
た
こ
と
を
素
直

に
喜
び
、
選
手
の
頑
張
り
を
褒
め
た
た
え
る
と
と
も
に
、

応
援
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
た
ち
に
感
謝
し
た
い
。
こ
の

結
果
に
満
足
せ
ず
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
他
地
域
の

１
位
チ
ー
ム
と
対
戦
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
周
り
の
予
想

を
覆
す
大
波
乱
を
お
こ
せ
る
よ
う
に
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ

て
頑
張
り
た
い
。

３
勝
２
敗
２
分

勝
ち
点
11

得
失
点
８

▽
平
成
26
年

12
月
20
日

VS
田
辺
高
校

０
―
０

12
月
21
日

VS
串
本
古
座
高
校

１
―
０

12
月
23
日

VS
近
大
新
宮
高
校

１
―
１

12
月
26
日

VS
南
部
高
校

10
―
０

▽
平
成
27
年

１
月
10
日

VS
新
宮
高
校

０
―
１

１
月
12
日

VS
田
辺
工
業
高
校

３
―
２

１
月
17
日

VS
神
島
高
校

０
―
３

〈新人戦紀南地区予選結果〉

＜男子１部ダブルス＞

尾﨑優真・天野未郷ペア 優勝

２回戦 尾﨑・天野【新翔】（２－０）新田・田村【近大附】

３回戦 尾﨑・天野【新翔】（２－０） 林 ・岸部【耐久】

４回戦 尾﨑・天野【新翔】（２－０）福山・中井【紀央館】

準決勝 尾﨑・天野【新翔】（２－０） 角 ・櫻井【那賀】

決勝 尾﨑・天野【新翔】（２－０）中野・山本【粉河】

新翔高校は３年連続優勝

＜男子２部ダブルス＞

前川良輔・田中幸哉ペア 優勝

１回戦 前川・田中【新翔】（２－０）篠崎・西田【熊野】

２回戦 前川・田中【新翔】（２－１）福西・三好【耐久】

３回戦 前川・田中【新翔】（２－０）須﨑・塩路【熊野】

準決勝 前川・田中【新翔】（２－０）西川・前田【粉河】

決勝 前川・田中【新翔】（２－０）野下・松井【新宮】

林秀和・大谷竜希ペア ２回戦進出

１回戦 林 ・大谷【新翔】（２－０）前田・松岡【星林】

２回戦 林 ・大谷【新翔】（１－２）西川・前田【粉河】

坂本達矢・湊大輝ペア ２回戦進出

１回戦 坂本・ 湊 【新翔】（２－０）中岡・前田【粉河】

２回戦 坂本・ 湊 【新翔】（０－２）伊東・河嶋【星林】

＜女子２部ダブルス＞

泉愛理沙・山内風ペア 優勝

２回戦 泉 ・山内【新翔】（２－０） 西 ・脇村【熊野】

３回戦 泉 ・山内【新翔】（２－０）山本・栢木【向陽】

準決勝 泉 ・山内【新翔】（２－０）北條・大南【星林】

決勝 泉 ・山内【新翔】（２－０）池田・田中【熊野】

バドミントン新人大会結果

＜男子１部シングルス＞

天野未郷 ベスト８

尾﨑優真 ３回戦進出

＜男子２部シングルス＞

坂本達矢 ベスト１６

大谷竜希 ２回戦進出

林秀和 ベスト８

前川良輔 ２回戦進出

湊大輝 １回戦敗退

田中幸哉 ベスト１６

＜女子２部シングルス＞

泉愛理沙 優勝

山内風 準優勝

中村美優 ベスト４

今
回
の
新
人
戦
で
は
、
男
子
１
部
ダ
ブ
ル
ス

３
年
連
続
優
勝
を
含
む
、
ダ
ブ
ル
ス
３
冠
、
シ

ン
グ
ル
ス
１
冠
、
計
４
冠
を
達
成
し
た
。
選
手

た
ち
に
と
っ
て
、
６
月
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選

へ
向
け
て
の
良
い
ス
タ
ー
ト
に
な
っ
た
。
「
勝

っ
て
兜
の
緒
を
締
め
よ
」
と
言
わ
れ
る
が
、
こ

の
結
果
に
満
足
せ
ず
、
も
う
一
度
気
を
引
き
締

め
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

３
年
生
の
「
総
合
的
な
学

習
の
時
間
」
に
お
け
る
、
学

年
研
究
発
表
会
が
、
１
月
７

日
（
水
）
５
限
キ
ャ
リ
ア
実

習
室
に
お
い
て
実
施
さ
れ

た
。
こ
の
発
表
会
は
３
年
生

「
総
学
」
の
授
業
の
中
で
、

調
査
研
究
制
作
を
選
択
し
た

生
徒
が
、
毎
年
最
後
の
授
業

で
発
表
す
る
も
の
で
、
今
年

度
は
服
飾
手
芸
か
ら
１
組

（
２
人
）、
進
路
関
係
か
ら
４

人
が
発
表
し
た
。
最
初
に
服

飾
手
芸
を
選
択
し
た
１
組
鈴

木
風
花
さ
ん
と
４
組
梶
侑
華

さ
ん
の
２
人
が
、
「
服
飾
手

芸
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
選

択
生
11
人
全
員
の
製
作
し
た

作
品
を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を

使
っ
て
紹
介
し
た
。
進
路
関

係
の
選
択
生
は
、
ま
ず
、
１

組
榎
本
祥
己
君
が
、
就
職
が

内
定
し
て
い
る
「
三
菱
電
機

に
つ
い
て
」
の
発
表
を
行
っ

た
。
続
い
て
３
組
鍋
羅
拓
弥

君
が
「
音
楽
に
つ
い
て
」
、

卒
業
後
は
金
融
関
係
に
就
職

が
内
定
し
て
い
る
４
組
土
佐

杏
花
さ
ん
は
「
お
金
の
歴
史

に
つ
い
て
」
を
、
最
後
に
大

工
と
し
て
就
職
す
る
こ
と
が

決
ま
っ
て
い
る
４
組
立
花
将

大
君
は
「
世
界
の
絶
景
に
つ

い
て
」
を
発
表
し
た
。
最
後

に
、
調
査
研
究
制
作
以
外
の

各
講
座
に
も
代
表
者
を
出
し

て
も
ら
い
、
取
り
組
み
の
内

容
を
発
表
し
て
も
ら
っ
た
。

学
年
全
体
で
１
年
間
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
情
報
交
換
を

し
、
今
ま
で
に
な
い
有
意
義

な
内
容
で
発
表
会
を
締
め
く

く
っ
た
。

さ
わ
や
か
声
か
け
運
動

育
友
会
も
協
力
し
登
下
校
指
導

１
月
６
日(

火)

～
９
日

(

金)

ま
で
の
５
日
間
、
登
下

校
指
導
を
実
施
し
た
。
本
校

で
は
登
下
校
指
導
を
毎
月
１

回
実
施
し
て
い
る
が
、
今
回

は
育
友
会
に
も
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
。
厳
し
い
寒
さ
の

中
、
教
職
員
と
保
護
者
の

方
々
が
Ｊ
Ｒ
紀
伊
佐
野
駅
、

ナ
カ
ミ
チ
前
、
校
門
に
分
か

れ
て
７
時
５０
分
～
８
時
３５
分

ま
で
、
生
徒
と
あ
い
さ
つ
を

交
わ
し
な
が
ら
、
登
下
校
時

の
マ
ナ
ー
、
モ
ラ
ル
の
向

上
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
な

ど
を
呼
び
か
け
た
。
３
年
生

に
は
、
学
年
末
考
査
や
卒
業

式
に
向
け
、
気
持
ち
を
引
き

締
め
て
自
覚
あ
る
行
動
を
心

掛
け
て
ほ
し
い
と
い
う
思

い
、
１
・
２
年
生
に
は
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
修
学
旅
行

と
大
き
な
学
校
行
事
が
目
前

に
迫
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
基
本
的
生
活
習
慣
を
身

に
付
け
る
こ
と
や
服
装
・
頭

髪
を
正
す
こ
と
か
ら
自
ら
の

行
動
を
見
直
し
、
学
校
生
活

に
臨
ん
で
も
ら
い
た
い
と
い

う
思
い
を
込
め
な
が
ら
の
登

下
校
指
導
で
あ
っ
た
。

※
３
年
生
の
保
護
者
の
中
に

は
、
３
年
間
の
登
下
校
指
導

期
間
中
、
毎
日
校
門
に
立
っ

て
い
た
だ
い
た
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
心
か
ら
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

１
月
14
日(

水)

に
太
地
駅

か
ら
紀
伊
佐
野
駅
ま
で
の
区

間
、
16
日(

金)

に
新
宮
駅
か

ら
紀
伊
佐
野
駅
ま
で
の
区
間

で
、
朝
の
電
車
に
本
校
の
教

職
員
２
人
が
同
乗
し
て
、
生

徒
た
ち
に
乗
車
マ
ナ
ー
を
指

導
す
る
取
り
組
み
を
行
っ

た
。
太
地
駅
か
ら
紀
伊
佐
野

駅
の
車
内
は
、
一
般
の
乗
客

は
少
な
く
他
校
を
含
め
高
校

生
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。
乗

客
が
多
く
て
、
座
席
に
座
れ

な
い
生
徒
も
た
く
さ
ん
い
た

が
、
立
っ
て
い
る
生
徒
も
座

っ
て
い
る
生
徒
も
、
マ
ナ
ー

を
守
っ
て
乗
車
し
て
い
た
。

今
後
も
、
マ
ナ
ー
を
守
り
、

す
べ
て
の
人
が
気
持
ち
よ
く

乗
車
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
。

マ
ナ
ー
守
っ
て
乗
車
を

朝
の
電
車
で
「
列
車
指
導
」

１
月
19
日(

月)

の
３
限

目
、
３
年
生
を
対
象
に
「
交

通
安
全
講
話
」
を
実
施
し

た
。
生
徒
は
交
通
に
関
す
る

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
し
、
自
動
車

や
自
転
車
で
の
交
通
事
故
の

恐
ろ
し
さ
、
交
通
事
故
で
被

害
に
あ
っ
た
家
族
の
気
持
ち

な
ど
誰
も
が
交
通
事
故
の
加

害
者
、
被
害
者
に
な
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た

よ
う
だ
っ
た
。
ま
た
、
安
全

運
転
の
ポ
イ
ン
ト
や
運
転
の

際
に
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
場
面
の
紹
介
、
死
角
の

こ
と
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
３

年
生
は
も
う
す
ぐ
卒
業
と
な

る
が
、
自
動
車
免
許
を
取
得

す
る
生
徒
が
多
い
た
め
、
交

通
安
全
へ
の
意
識
を
高
め
て

も
ら
い
た
い
。

交

通

安

全

へ

の

意

識

高

め

る

Ｄ

Ｖ

Ｄ

視

聴

し

交

通

安

全

講

話

建
設
技
術
系
列
の
授
業
に

「
材
料
実
験
棟
」（仮称）
を
建
築
中

現
在
、
本
校
悠
久
館
横
で

新
築
工
事
が
行
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
建
設
中
の
建
物
は

「
材
料
実
験
棟
」
（
仮
称
）

で
、
昨
年
11
月
よ
り
着
工
、

木
造
平
屋
建
て
、
延
べ
床
面

積
約
１
０
０
平
方
㍍
で
２
月

下
旬
の
完
成
を
予
定
し
て
い

る
。
同
施
設
に
は
「
万
能
試

験
機
」
が
備
え
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
機
械

を
使
っ
て
建
設
工
事
に
必
要

な
材
料
で
あ
る
コ
ン
ク
リ
ー

ト
や
鉄
筋
な
ど
の
強
度
を
測

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
完

成
す
れ
ば
、
来
年
度
よ
り
建

設
技
術
系
列
の
授
業
（
「
施

工
演
習
」
他
）
が
同
施
設
で

行
わ
れ
、
強
度
試
験
以
外
に

も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
供
試
体
の

製
作
、
養
生
や
「
シ
ュ
ミ
ッ

ト
ハ
ン
マ
ー
」
に
よ
る
非
破

壊
試
験
な
ど
も
行
う
予
定
で

あ
る
。
建
設
材
料
に
つ
い
て

今
ま
で
以
上
の
知
識
や
技
術

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
関
係

職
員
、
生
徒
も
完
成
を
心
待

ち
に
し
て
い
る
。

※
万
能
試
験
機

材
料
試
験
機
の
中
で
、
一

つ
の
機
械
で
引
張
試
験
、
圧

縮
試
験
な
ど
２
種
類
以
上
の

試
験
が
で
き
る
も
の
。

※
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ハ
ン
マ
ー
試

験
法コ

ン
ク
リ
ー
ト
に
打
撃
を

与
え
、
返
っ
て
き
た
衝
撃
に

よ
り
強
度
を
推
定
す
る
反
発

硬
度
法
の
一
つ
。
非
破
壊
試

験
。

１年間の取り組み発表
「総合的な学習の時間」

３年生

１
月
６
日(

火)

に
第
３
学

期
始
業
式
が
行
わ
れ
た
。
永

石
校
長
は
式
辞
の
中
で
「
３

年
生
は
学
校
生
活
も
残
り
わ

ず
か
。
社
会
人
に
な
る
た
め

の
準
備
の
期
間
を
し
っ
か
り

過
ご
し
て
、
有
終
の
美
を
飾

っ
て
く
だ
さ
い
。
１
・
２
年

生
は
進
級
を
前
に
、
自
分
の

将
来
に
つ
い
て
考
え
、
学
習

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
」
と
述
べ
た
。
ま
た
「
規

則
や
ル
ー
ル
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
生
活
し
て
い

る
か
。
規
則
や
ル
ー
ル
は
守

る
こ
と
で
周
り
か
ら
信
頼
を

得
ら
れ
る
が
、
破
る
と
信
頼

を
な
く
し
、
被
害
を
受
け
る

こ
と
も
あ
る
。
社
会
人
に
な

る
前
に
規
則
を
遵
守
す
る
態

度
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
」

と
規
則
や
ル
ー
ル
を
守
る
こ

と
の
大
切
さ
を
訴
え
た
。
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